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イラストレーター・遠山敦による、毎年恒例のワークショップ。新開地商店街に面した窓ガラスを、
賑やかなイラストが埋め尽くします。詳しくは中面「神戸みちくさ天国」にて。

9月に特集上映「世界のミフネ 三船敏郎」を開催。
中面「KAVC BACKYARD」では、企画の知られざる裏側を公開します！

珈琲館 東山（東山町2-2-1）は、青果の老舗・田又果物店の姉妹店。
新鮮な果物を盛りつけた華やかなフルーツパフェは必食。

今号は、密かなコーヒー特集。中面「神戸みちくさ天国」「新開地新名物」にて、
テイクアウトもできる新開地界隈のコーヒーショップを紹介します！

引き続き、マスクの着用や手指の消毒、こまめな換気などにご協力ください。

Jul.-Sep. 2021

KAVC BACKYARD:

KAVCシネマ 特集上映のつくり方〜映像担当に聞く、企画運営の3つの視点〜
新開地新名物 vol.13　テントコーヒースタンドの「コンパクトすぎる店舗」｜ EVENT SCHEDULE 2021.07–09｜神戸みちくさ天国
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大
和

：

K
A
V
C
を
知
ら
な
い
人
に
K
A
V
C
の
こ

と
を
話
す
と
き
、
な
ん
て
説
明
し
ま
す
か
？

河
合

：

神
戸
の
人
に
説
明
す
る
な
ら
﹁
新
開
地
に
あ
る

文
化
施
設
で
す
﹂
か
な
。
私
は
映
写
を
担
当
し
て
い
る

の
で
、﹁
映
画
も3

上
映
し
て
い
て
、
と
に
か
く
い
ろ
ん

な
人
の
文
化
活
動
を
応
援
す
る
施
設
で
す
﹂
と
か
。

中
川

：

と
に
か
く
来
て
み
て
〜
っ
て
感
じ
で
す
よ
ね

︵
笑
︶。
私
は
、
ほ
か
の
文
化
施
設
と
の
違
い
を
説
明
し

ま
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
下
層
部
に
あ
る
施
設
で
上
の
階

は
住
居
だ
し
、
ほ
か
に
も
商
店
街
の
な
か
に
位
置
し
て

い
る
こ
と
と
か
…
…
。

大
和

：

な
る
ほ
ど
。た
し
か
に
場
所
も
特
徴
的
で
す
し
、

文
化
的
な
こ
と
と
言
っ
て
も
、
施
設
の
な
か
で
扱
わ
れ

る
ジ
ャ
ン
ル
が
本
当
に
幅
広
い
。

中
川

：

リ
ハ
ー
サ
ル
室
で
ダ
ン
ス
レ
ッ
ス
ン
に
参
加
す

る
な
ら
練
習
場
所
。
映
画
を
見
に
来
る
な
ら
映
画
館
。

展
覧
会
を
見
に
来
る
な
ら
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
は
っ
ち
ゃ
ん

の
台
所
で
ラ
ン
チ
す
る
な
ら
食
堂
…
…
。
人
に
よ
っ
て

全
然
違
う
見
え
方
に
な
る
施
設
で
す
よ
ね
。

河
合

：

映
画
を
上
映
し
つ
つ
、
そ
れ
に
関
連
す
る
展
覧

会
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
し
て
い
た
り
と
か
。
外
か
ら

も
﹁
領
域
を
横
断
し
て
関
連
企
画
で
き
る
の
え
え

な
ぁ
﹂
っ
て
声
を
聞
く
こ
と
も
あ
っ
て
、
K
A
V
C

な
ら
で
は
の
強
み
か
も
し
れ
な
い
。

大
和

：

私
も
こ
れ
か
ら
、
自
分
な
り
の
K
A
V
C
の

説
明
方
法
を
見
つ
け
て
い
き
た
い
で
す
！

中
川
恵
理
子
［
美
術
事
業
ア
シ
ス
タ
ン
ト
］

在
籍
3
年
目
。﹁
A
R
T
 L
E
A
P
 2
0
2
1
﹂
の
準
備
中
。

大
和
明
日
香
［
総
務
ア
シ
ス
タ
ン
ト
］

美
術
館
勤
務
を
経
て
、
今
春
か
ら
K
A
V
C
へ
。

河
合
な
お
［
映
像
事
業
ア
シ
ス
タ
ン
ト
］ 

K
A
V
C
シ
ネ
マ
の
上
映
時
は
映
写
を
担
当
。

神戸アートビレッジセンター（KAVC）で働くスタッフは、現在総勢17名。

美術、演劇・ダンス、映画などを扱う事業の企画・実施のみならず、施設を

安心・安全に運営するべく、日々さまざまな役割を担っています。そんなス

タッフの日常会話にこっそり聞き耳を立ててみましょう。

撮影（写ルンです）・立会人：野澤美希［広報担当］

KIKIMIMI
KAVC
KIKIMIMIKIKIMIMI
KAVCKAVC

大
谷
燠
［
館
長
］
か
ら
ひ
と
こ
と

K
A
V
C
は
、
長
年
、
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
育
成
や
高
校
生
が
本
格
的
に
舞
台
表
現
に
取
り
組
む
企
画
を
実
施
し
て
き
た
。
現
在
で
は
、
中
堅
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
協
働
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹁ART 

LEAP

﹂、
関
西
を
拠
点
と
す
る
若
手
劇
団
の
発
表
の
場
﹁K

AVC
 FLAG

 C
O

M
PA

N
Y

﹂
も
展
開
。
将
来
的
に
は
﹁
つ
く
る
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
﹂
に
成
長
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ー

ト
を
あ
ら
ゆ
る
人
に
ひ
ら
い
て
い
く
こ
と
も
開
館
以
来
の
目
標
だ
。
こ
れ
か
ら
も
ア
ー
ト
を
媒
介
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
出
会
い
、
語
り
合
い
、
つ
な
が
る
こ
と
の
で
き
る
場
を
目
指
し
て
い
く
。

平川：以前から聞いてみたかったんですけど、

KAVCでの仕事と自分の表現活動でリンクし

ていることはありますか？

山本：僕はこれまで、野外スペースや古民家

など、劇場空間ではない場所で多くの作品を

発表してきたので、劇場の多様な使い方を勉

強させてもらっている感覚です。

平川：勉強になると言えば、KAVCの仕事を

通して普段は触れ合わないジャンルの芸術に

触れたとき、たとえば、美術の展示を見て「こ

の人たちは、私たちがダンスやお芝居でする

表現を、この方法で実践するんだ！」と学ぶ

ことがあるんです。

山本：わかります。自分の興味の外にアンテ

ナを張るって、自分の活動を考えるときに良

い刺激につながります。

橋本：なるほどなぁ。私の場合は、自分が参

加している公演の図面をみて、脳内で「これ、

KAVCで実現できるのかな？」と考えること

はあるかな。

一同：あ〜。

橋本：ホールやシアターを利用される方の「い

ろんな表現にチャレンジしたい！」という気

持ちは共感できるので、KAVCをうまく利用

してもらえたときは嬉しいし、今後も受け入

れたいよね。

平川：自分たちが劇場を使って舞台に立って

いるからこそ「このプランを実現するには、

何をクリアすればいいのか？」みたいなこと

は、考えやすいかもしれません。

山本：そうですね！

橋本：あと「KAVCの大きさなら、こういう

ところが利用してくれたらいいのになあ」と

思うような団体さんと、KAVCの施設がうま

くマッチングしたとき、個人的にすごく嬉し

い気持ちになるんですよね。

橋本実弥［総務・経理担当］

役者としても活動中。今春、貸館担当から経理担当へ。

山本和馬［地域事業アシスタント］

フリーの振付家・ダンサーとしても活動している。

平川光江［演劇事業アシスタント］
関西圏を中心に役者や演出助手としても活動中。

時短開館でいつもより静かな1階1roomのチラシ置き場にて　

アシスタントスタッフたちの、

KAVCのカオスな魅力

昼下がりのKAVCホールにて

役者・ダンサーとしても活動しているスタッフたちの

夕
日
が
眩
し
い
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
て

K
A
V
C
の
屋
台
骨
、
総
務
／
貸
館
／
広
報
ス
タ
ッ
フ
の

柳
谷
茂
昭
［
館
長
代
理
］
か
ら
ひ
と
こ
と

K
A
V
C
は
小
規
模
な
が
ら
、
ホ
ー
ル
な
ど
の
発
表
施
設
や
練
習
施
設
を
兼
ね
備
え
た
複
合
文
化
施
設
と
し
て
、
オ
ー
プ
ン
以
来
4
半
世
紀
を
迎
え
る
。﹁
創
る
﹂﹁
若
手
﹂﹁
チ
ャ
レ
ン
ジ
﹂

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
事
業
を
展
開
し
、
一
方
で
多
く
の
市
民
の
練
習
や
発
表
の
施
設
と
し
て
、
年
間
3
0
0
日
を
事
業
と
貸
館
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
心
が
け
て
き
た
。
事
業

を
創
る
の
も
運
営
す
る
の
も
﹁
人
﹂。
ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と
り
が
利
用
者
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
寄
り
添
う
こ
と
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
、
今
後
も
運
営
し
て
い
き
た
い
。

25周年を迎えたKAVCの

日常風景と会話

廊下から初夏の風が吹き込むアトリエにて　自主事業チームスタッフたちの、

の
話

アーティストと一緒につくる

アンテナを張る

汲
み
と
る
た
め
に
、
と
に
か
く
聞
く

林正樹［事業チーフ］
KAVC在籍25年目。美術担当・岡村とともに、

アトリエKAVCの管理運営も担当。

羽仁真理子［地域事業担当］
昨年度からワークショップシリーズ

「ひらめきのたね」を実施中。

岡村有利子［美術担当］
 「ART LEAP 2021」準備の真っ最中。

アトリエKAVCの管理運営も担当。

前田詩穂［演劇・ダンス担当］

アシスタントを経て、昨年度から演劇・ダンス担当に。

岡本酉子［映像担当］ 
今号は中面「KAVC BACKYARD」にて
特集上映の企画の裏側を紹介。

［1］…KAVCでは2020年に、アーティストとの共同制作によ
る公演シリーズ「新しい劇場のためのwork」を始動。
［2］…2018年より舞台芸術団体「山猫団」と協働で取り組むプ
ロジェクト。商店街でのパレード公演やダンスワークショップ
を行うなど、地域を巻き込みながら作品づくりに挑む。

林：自主事業では、アーティストと直接関わっ

て、協働しながら作品をつくっていくことが

多いと思うのですが、何か具体的に意識して

いることってありますか？

羽仁：地域事業は毎回、アーティストとのや

りとりのなかでどんなワークショップにする

か練っています。こちらから「こうしません

か？」と言った後に、逆に「それじゃあ、こん

なのどうですか？」と提案をいただくことも

あって、アイデアをキャッチボールしながら

進めていますね。

岡村：美術事業はやっぱり展覧会での協働が

多いです。アーティストとどういう展覧会に

したいのか話し合って、私はそれを実現する

ために作家に並走するスタンスで動きます。

アーティストに合わせた動きになるので、毎

回刺激的です。

林：KAVC側の提案と、アーティストからの

提案が織り混ざり出来上がっていく過程って

すごく面白い。ただ運営するスタッフの立場

としては、想定外に大規模になって大変！と

かはあるあるだよね（笑）。

岡村：もう毎回そうです（笑）。それ面白い！

と思いながらも「実現できるか一旦確認しま

す〜！」と調整する感じですよね。

林：演劇事業はどうですか。昨年度はコロナ

禍で公演が中止や延期になることが多かった

けれど、変化はありましたか？

前田：コロナ禍の臨時休館を経て劇場を再開

させるにあたって、いいむろなおきさんや劇

団壱劇屋さん［1］と作品をつくりました。アー

ティストをお呼びするときには、“いま、KAVC

でやってもらう意義は何か？”と問い続けな

がら取り組んでます。

羽仁：今年 1月の「新開地カブキモノ大興行」
［2］もまさにそうでしたね。

前田：山猫団の長井さんとは、協働するのが

4年目ということもあって、合いの手を入れ

合う心地よい関係性が築けてきています。今

年度の企画も楽しみです！

射場亮［総務・施設運営担当］

今春、財団本部からKAVCに赴任。

横山春乃［総務・施設運営担当］

アシスタントを経て、今春から貸館を担当。

明田春来［総務・施設運営担当］

貸館を担当。KAVCシネマのチラシデザインも担当中。

野澤美希［広報担当］
自主事業を中心に、KAVC全体の広報を担当。

明田：貸館担当は、施設を利用する方々に、

いかに安心・安全に使っていただくかを第一

に考えますよね。私は、ホールの利用に慣れ

ていない方を担当したとき、わかりやすく案

内することに四苦八苦しました。

野澤：かなり手厚くフォローしていますよ

ね。特にこの 1年間は、コロナ対策もあって、

細かいルールを正確に案内して、ご協力いた

だくことが必要でしたね。

横山：誰にでもわかりやすく伝えるスキルが

問われますよね。電話でのお問合せは、顔が

見えない分、何を求められてるのか、汲みと

りきれないこともありました……。

射場：KAVCでは、スタッフ全員が施設を利

用する方々と直接コミュニケーションをとり

ますよね。だからこそ、ダイレクトに、利用

者の目線というか、「何を求められているのか」

を考える機会が増えました。

明田：それから私は、舞台に立った経験がな

いので、ホールやシアターを利用する方々が

求めることを、ぱっと感覚的に理解するのが

難しくて……。とにかく「KAVCでこういう

ことをしたい！」という要望をいかに汲みと

るか。電話や利用前の打ち合わせで聞きまく

る 1年間でした。

野澤：日々いただく問い合わせ内容は、道案

内から催し物の問い合わせ、公演チケットの

ご予約など。時折、過去の公演演目や上映作

品についてのお問い合わせもあったり。

横山：こんな問い合わせもあるのか！と驚く

こともあります。

射場：そうですね。なんというか、利用者を

サポートする立場でもありつつ、同時に利用

する方々に我々は育ててもらっていくんだな

と感じています。

明田：まだまだ手探りですよね。

野澤：本当にそうですよね。聞き手にまわる。

これからも頑張っていきましょう！

の
話

の
話

の話
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2020年にオープンしたコーヒースタンド。
物置を改装したという店舗の大きさは、わず
か2畳（！）ほど。小ぢんまりとした佇まい
ながら、土鍋焙煎の本格的なコーヒーを楽し
める、新開地のニュー休憩スポットです。
テントコーヒースタンド　神戸市兵庫区新開地 1-2-2

 @tentco�eestand　  @tentco�ee_stand

目を引く白壁の小屋は、コーヒー屋だった !!!　

ランチ後に飲むチョコカフェオーレが最高。

ホットでもアイスでもおすすめです。

テントコーヒースタンドの「コンパクトすぎる店舗」
vol.13

COZY COFFEE
神戸市兵庫区荒田町 1-18-8 （マミービル 1F）

 @COZY_COFFEE　  @cozyco�ee1010

過去の開催の様子

神戸・湊川にあるコーヒー豆店。店先で
焙煎した豆を販売するほか、その場で淹
れたての香り高いコーヒーも楽しめる。
オレンジや蜂蜜などを使った、見た目に
も美しい季節限定ドリンクも要チェック
◎　居心地のよいカウンター席でのんび
りしたら、いざKAVCへ。

神戸アートビレッジセンターで日々開催される、さまざまな催しごと。
合わせて「せっかくならここも行っとき〜！」と背中を押したい、

魅力的な道草スポットをご紹介。

K
A
V
C
で
は
、
地
域
と
文
化
芸
術
と
の
接
点
を
つ
く
る
べ
く
、
年
数
回
の
特
集
上
映
と
、

毎
月
2
週
間
に
わ
た
っ
て
お
届
け
す
る
、
テ
ー
マ
性
を
持
っ
た
新
作
上
映
の
2
つ
を
柱

と
し
た
﹁
K
A
V
C
シ
ネ
マ
﹂
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
特
集
上
映
は
、
独
自

の
切
り
口
か
ら
多
彩
な
映
画
と
の
出
会
い
を
生
み
出
す
作
品
選
定
が
特
徴
で
す
。
そ
こ

で
今
回
は
、
普
段
は
な
か
な
か
表
出
つ
こ
と
の
な
い
、
特
集
上
映
の〝

つ
く
り
方〟

に

注
目
。
こ
れ
ま
で
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
公
共
文
化
施
設
で
あ
る

K
A
V
C
な
ら
で
は
の
企
画
運
営
の
工
夫
を
、
映
像
担
当
の
岡
本
が
ご
紹
介
し
ま
す
。

日
本
の
映
画
史
を

人
物
や
時
代
か
ら
紹
介
す
る

興
味
を
広
げ
る
た
め
の

き
っ
か
け
を
つ
く
る

野澤美希［広報担当］
推薦者

KAVC BACKYARD

イラストレーター・遠山敦による
ワークショップ

「でっかぁーーい窓ガラスに
みんなで絵を描こう !!」

で窓ガラスに描かれた絵を見る

親子で楽しめる夏休み恒例の特別ワークショップは、今年で開催9
回目。講師は、鳥や動物をモチーフに、素朴で力強いタッチの作品

を制作するイラストレーター・遠山敦さんです。参加者は遠山さん

デザインのチームウェア（Tシャツ）を着て、KAVC1階の大きな

窓ガラス6枚をキャンバスに、テーマに沿った絵をのびのびと描き

ます。完成した作品は、今年も新開地を行き交う方々に向けて、約1ヶ
月間展示。今回は遠山さんに、作品鑑賞の行き帰りに立ち寄りたい

スポットをご本人によるイラストとともに紹介してもらいました。

会場：1room
作品展示期間：2021年7月23日（金・祝）〜 8月21日（土）　※外側からは休館日でもご覧いただけます

ワークショップ開催日時：〈描こう !!〉2021年7月22日（木・祝）13:30〜
　　　　　　　　　　　　〈消そう !!〉2021年8月22日（日）13:30〜
※参加お申し込みについてはWebサイトをご確認ください

立ち寄りやすさ　★★★★★
ブレンドコーヒー1杯　300円

2021.07–09

最新のイベント情報は随時Webサイトなどでお知らせします。

JU
LY

22日（木・祝）　会場：1room

ひらめきのたね vol.7〈コドモもオトナも !! 2021年 夏のお楽しみ企画〉

遠山敦ワークショップ 
「でっかぁーーい窓ガラスにみんなで絵を描こう !! 」
講師：遠山敦（イラストレーター）

25日（日）　会場：オンライン

「ART LEAP 2021 展覧会プラン公開プレゼンテーション

（出展作家最終選考会）」
審査員：遠藤水城（キュレーター／東山  アーティスツ・プレイスメント・サービス［HAPS］代表）

3日（土）̶ 4日（日）　会場：KAVCギャラリー

はじめてのシルクスクリーン

「カタチプリントで顔ハンカチをつくろう！ 2021」

10日（土）̶ 23日（金）　会場：KAVCシアター

KAVC シネマ

『ダーティ・ダンシング』

『ロボット修理人のAi（愛）』〈一週間限定上映〉

『スレイト SLATE』〈一週間限定上映〉

『夜明け前のうた　消された沖縄の障害者』〈一週間限定上映〉

『佐々木、イン、マイマイン』〈一週間限定上映〉

『無頼』〈一週間限定上映〉

『トキワ荘の青春 デジタルリマスター版』〈一週間限定上映〉

15日（木）̶ 27日（火）　会場：花時計ギャラリー（神戸市役所下 さんちか通路）

ワークショップ成果作品展

5日（月）̶  11日（日）　会場：KAVCギャラリー

S
EP

TEM
B

ER

1日（水）̶ 10月3日（日）
KOBE CINEMA PORT フェス 2021 
※関連企画ほか、詳細は近日公開

26日（日）̶ 10月2日（土）
ワークショップ成果作品展

25日（土）　会場：KAVCギャラリー

はじまりのみかた vol.8

「キッチン版画倶楽部！ 魔法のようなリトグラフ」
講師：衣川泰典（美術家／石版画家）

18日（土）̶ 24日（金）　会場：KAVCシアター

KAVCシネマ 特集上映
「世界のミフネ 三船敏郎」

KAVCゆかりのアーティストが選ぶ

　

K
A
V
C
の
特
集
上
映
の
な
か
で
も
、
日

本
の
笑
い
の
ル
ー
ツ
と
も
言
え
る
喜
劇
役
者

を
ま
な
ざ
す
﹁
ニ
ッ
ポ
ン
の
喜
劇
映
画
セ
レ

ク
シ
ョ
ン
﹂
は
、
2
0
1
8
年
か
ら
続
く

人
気
シ
リ
ー
ズ
だ
。
こ
れ
ま
で
に
藤
山
寛
美

な
ど
上
方
喜
劇
を
代
表
す
る
人
物
や
、
大
村

崑
、
ク
レ
イ
ジ
ー
キ
ャ
ッ
ツ
と
い
っ
た
東
西

の
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
の
ほ
か
、
笑
い
の
系
譜
を

築
い
て
き
た
立
役
者
の
活
躍
を
辿
っ
て
き
た
。

ま
た
、
特
集
上
映
で
は
、
作
品
の
ほ
と
ん
ど

を
フ
ィ
ル
ム
で
上
映
。
ざ
ら
つ
き
の
あ
る
独

特
な
画
質
を
味
わ
え
る
点
も
魅
力
だ
。
作
品

選
定
に
お
い
て
は
、
今
で
は
滅
多
に
映
画
館

　

K
A
V
C
で
は
、
演
劇
・
ダ
ン
ス
、
美
術
、
音
楽
、
映

像
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

地
域
に
向
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ
ン
ル
へ
の
興
味
を
領

域
横
断
的
に
派
生
さ
せ
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
も
、

文
化
施
設
と
し
て
の
役
割
の
ひ
と
つ
だ
。
岡
本
が
﹁
映

像
担
当
に
就
任
し
、
は
じ
め
て
企
画
し
た
一
番
思
い
入

れ
の
あ
る
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
﹂と
言
う
2
0
1
7
年
の﹁
追

悼 

映
像
作
家
・
松
本
俊
夫
特
集
上
映
﹂
は
、
ま
さ
に
そ

の
実
践
の
原
点
と
言
え
る
。

 

﹁
何
を
テ
ー
マ
に
し
よ
う
か
悩
ん
で
い
た
と
き
、
松
本

俊
夫
監
督
の
訃
報
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
ピ
ー

タ
ー
︵
池
畑
慎
之
介
︶
の
デ
ビ
ュ
ー
作
で
も
あ
る
﹃
薔

薇
の
葬
列
﹄
は
鮮
烈
で
し
た
し
、
松
本
監
督
は
劇
映
画

だ
け
で
な
く
、ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
や
実
験
映
画
、ヴ
ィ

デ
オ
・
ア
ー
ト
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
手
法
で
独
特
の

映
像
表
現
に
挑
ん
で
い
た
人
物
で
す
。﹃
こ
れ
し
か
な

い
！
﹄
と
、
こ
れ
ま
で
の
彼
の
作
品
を
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
﹂
と
岡
本
は
振
り
返
る
。

　

上
映
作
品
に
は
、
若
い
ゲ
イ
ボ
ー
イ
に
降
り
か
か
る

悲
劇
を
描
い
た
﹃
薔
薇
の
葬
列
﹄、﹁
実
写
映
画
化
は
不

可
能
﹂
と
言
わ
れ
た
夢
野
久
作
の
奇
書
が
原
作
の
﹃
ド

グ
ラ
・
マ
グ
ラ
﹄
の
ほ
か
、
日
本
自
転
車
工
業
会
の
海

外
P
R
用
短
篇
と
し
て
制
作
さ
れ
た
シ
ネ
ポ
エ
ム
﹃
銀

輪
﹄、
1
9
6
8
年
に
草
月
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
な
に
か
い
っ
て
く
れ
、
い
ま
、
さ

が
す
﹂
で
上
演
さ
れ
た
、
3
台
の
16 

ミ
リ
映
写
機
を
用 で

上
映
さ
れ
な
い
、
時
代
を
投
影
し
た
貴
重

な
旧
作
が
並
ぶ
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

 

﹁
喜
劇
人
た
ち
の
活
躍
を
象
徴
す
る
代
表
作

は
も
ち
ろ
ん
、﹃
前
回
上
映
さ
れ
た
の
は
い

つ
だ
ろ
う
？
﹄
と
い
う
よ
う
な
、
配
給
会
社

の
保
管
庫
の
奥
底
に
眠
る
作
品
を
取
り
上
げ

る
こ
と
も
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
作
品

で
も
、
時
代
背
景
を
ひ
も
と
く
上
で
重
要
な

も
の
で
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
上
映
し
ま
す
。

﹃
ど
こ
か
で
観
た
﹄
で
は
な
く
﹃
K
A
V
C

で
し
か
観
ら
れ
な
い
﹄
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
な

る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
﹂
と
岡
本
は
話
す
。

　

フ
ィ
ル
ム
作
品
は
時
に
古
く
劣
化
し
た
も

い
た
マ
ル
チ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
作
品
﹃
つ
ぶ
れ
か

か
っ
た
右
眼
の
た
め
に
﹄
な
ど
の
実
験
映
画
が
並
ん
だ
。

 ﹁
2
0
1
7
年
は
、
指
定
管
理
者
変
更
に
伴
い
K
A
V
C

の
今
後
の
展
開
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
な

か
、
松
本
監
督
の
作
品
を
紹
介
で
き
た
こ
と
で
、
映
画

の
み
な
ら
ず
映
像
表
現
や
美
術
へ
の
興
味
も
広
げ
よ
う

と
す
る
姿
勢
を
印
象
づ
け
ら
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

映
画
文
化
の
歴
史
が
あ
る
新
開
地
か
ら
、
新
た
な
挑
戦

を
発
信
で
き
た
意
義
も
大
き
い
で
す
﹂
と
岡
本
。

　

こ
う
し
た
工
夫
は
、
特
集
上
映
に
と
ど
ま
ら
ず
現
在

の
通
常
上
映
に
も
生
か
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
本

場
の
イ
ギ
リ
ス
演
劇
を
映
像
で
楽
し
め
る
人
気
上
映

﹁
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ア
タ
ー
・
ラ
イ
ブ
﹂
で
は
、
演
劇

論
や
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
な
ど
英
文
学
の
講
座
を
関
連
企

画
と
し
て
定
期
開
催
し
て
い
る
。
岡
本
は
語
る
。﹁
映

像
を
通
し
て
演
劇
に
関
心
を
持
ち
、
K
A
V
C
で
開
催

さ
れ
る
公
演
に
足
を
運
ん
で
も
ら
う
と
い
っ
た
流
れ
が

生
ま
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。
映
像
事
業
の
一
貫
し
た
目

標
は
、
作
品
を
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
そ
の
背
景
を
も

深
く
掘
り
下
げ
、
芽
生
え
た
興
味
や
関
心
を
新
た
な
文

化
的
活
動
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
機
会
を
生
み
出
す
こ
と

で
す
。
2
0
2
1
年
9
月
に
は
、
K
A
V
C
の
開
館
25

周
年
記
念
と
し
て
、
神
戸
と
も
ゆ
か
り
の
あ
る
俳
優
・

三
船
敏
郎
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
特
集
も
控
え
て
い
ま
す
。

黒
澤
明
監
督
と
の
タ
ッ
グ
で
世
界
を
魅
了
し
た
作
品
な

ど
を
上
映
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！
﹂

の
も
あ
り
、
上
映
中
に
切
れ
て
し
ま
う
ハ
プ

ニ
ン
グ
も
。﹁
60
年
代
に
人
気
を
博
し
た
、

藤
田
ま
こ
と
出
演
の﹃
て
な
も
ん
や
東
海
道
﹄

を
上
映
し
た
と
き
は
、
何
度
か
止
ま
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
ク
レ
ー
ム
に
な
る
か
と

ハ
ラ
ハ
ラ
し
ま
し
た
が
、
む
し
ろ
笑
い
も
起

き
て
、
会
場
が
沸
い
た
ん
で
す
。
フ
ィ
ル
ム

は
昔
か
ら
途
中
で
画
面
が
飛
ぶ
こ
と
が
よ
く

あ
っ
た
の
で
、
場
面
が
つ
な
が
る
の
を
待
つ

時
間
す
ら
も
、
懐
か
し
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い

る
ん
だ
な
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
﹂
と
岡

本
。
映
画
文
化
の
名
残
を
追
体
験
で
き
る
と

こ
ろ
も
、
特
集
上
映
の
醍
醐
味
だ
。

　

い
つ
、
ど
ん
な
テ
ー
マ
を
打
ち
出
す
か
？　

人
々
に
響
く
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
考
え
る
際
に

手
が
か
り
と
な
る
の
が
、
時
代
の
流
れ
を
読

む
こ
と
。
2
0
1
8
年
に
行
っ
た
﹁
80 

’s
ア

イ
ド
ル
映
画
と
新
人
監
督
が
生
ま
れ
た
時

代
﹂
は
、
そ
の
着
眼
点
が
生
き
た
企
画
だ
。

 ﹁
近
年
、デ
ザ
イ
ン
や
音
楽
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

な
ど
に
、
1
9
8
0
年
代
の
カ
ル
チ
ャ
ー

の
リ
バ
イ
バ
ル
が
起
こ
り
ま
し
た
よ
ね
。
そ

こ
で
、
当
時
盛
り
上
が
っ
て
い
た
ア
イ
ド
ル

映
画
と
、そ
れ
ら
を
手
が
け
た
﹃
新
人
監
督
﹄

と
呼
ば
れ
る
人
物
た
ち
の
作
品
を
通
し
て
、

彼
ら
が
後
の
日
本
の
映
画
界
に
与
え
た
影
響

を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
た
ん
で

す
﹂
と
岡
本
は
振
り
返
る
。
70
年
代
に
陰
り

を
見
せ
は
じ
め
た
映
画
界
の
状
況
は
、
80
年

代
に
な
る
と
さ
ら
な
る
変
貌
を
遂
げ
た
。
松

竹
や
東
映
な
ど
、
撮
影
所
や
劇
場
を
有
し
、

監
督
や
俳
優
を
専
属
で
抱
え
て
い
た
大
手
映

画
会
社
の
機
能
が
解
体
。
そ
こ
に
台
頭
し
た

の
が
、
撮
影
所
育
ち
で
は
な
い
新
人
監
督
や
、

自
主
映
画
作
家
た
ち
だ
っ
た
。

　
﹁
80 

’s
ア
イ
ド
ル
映
画
と
新
人
監
督
が
生

ま
れ
た
時
代
﹂
で
は
、
大
林
宣
彦
や
相
米
慎

二
、
ま
た
ア
マ
チ
ュ
ア
か
ら
自
身
オ
リ
ジ
ナ

ル
脚
本
・
監
督
作
﹃
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
急
行
﹄

で
城
戸
賞
を
受
賞
し
、
特
に
注
目
を
集
め
た

大
森
一
樹
な
ど
の
作
品
を
上
映
。
ま
た
、
大

森
本
人
を
ゲ
ス
ト
に
招
い
た
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
な
ど
、
時
代
の
担
い
手
の
言
葉
と
と
も
に

作
品
の
理
解
を
深
め
る
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

開
催
し
た
。
岡
本
は
企
画
の
意
図
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
語
る
。﹁
特
集
上
映
で
大
事
に

し
て
い
る
点
は
、
日
本
映
画
史
の
過
渡
期
に

活
躍
し
た
人
物
、
ま
た
時
代
背
景
を
、
作
品

を
通
し
て
紹
介
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
本

企
画
で
は
、〝
80
年
代
の
リ
バ
イ
バ
ル
〞
と
い

う
現
代
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
入
り
口
に
、
当
時

の
映
画
文
化
の
潮
流
に
も
目
を
向
け
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
﹂

岡本酉子（おかもと・ゆうこ）

大学院で「笑い」を研究する一方、
地域文化政策についても学ぶ。
2014年に公益財団法人神戸市民文
化振興財団に入職し、区民センター
で地域事業に携わった後、2017年
4月よりKAVCの映像担当に。全
国でも数少ない、興行上映を行う
公共文化施設であるKAVCの番組
編成に取り組んでいる。

次の特集上映は……

KAVC シネマ  特集上映「世界のミフネ　三船敏郎」
上映期間：2021年9月18日（土）〜 24日（金）※火曜日休館　

上映予定作品：『七人の侍』（監督：黒澤明／1954年／東宝）、『蜘
蛛巣城』（監督：黒澤明／1957年／東宝）、『用心棒』（監督：黒澤
明／1961年／東宝）、『天国と地獄』（監督：黒澤明／1963年／
東宝）、『無法松の一生』（監督：稲垣浩／1958年／東宝）、『黒部
の太陽』（監督：熊井啓／1968年／石原音楽出版社）　

関連トーク

日時：2021年9月18日（土） ※時間未定
ゲスト：三船史郎（三船プロダクション）

MC：津田なおみ（フリーアナウンサー／
　　　映画パーソナリティー）

「ニッポンの喜劇映画セレクション」
第一弾｜2018年 1月 18日（木）〜 22日（月）
上映作品：『親バカ子バカ』（監督：酒井欣也／ 1960年／松竹）、『番
頭はんと丁稚どん』（監督：酒井欣也／ 1960年／松竹）、『喜劇　
駅前温泉』（監督：久松静児／ 1962年／東宝）、『スチャラカ社員』
（監督：前田陽一／ 1966年／松竹）、『てなもんや東海道』（監督：
松林宗恵／ 1966年／東宝）

第二弾｜2019年 1月 12日（土）〜 18日（金）
上映作品：『お父さんはお人好し』（監督：斎藤寅次郎／ 1955年
／KADOKAWA）、『待って居た象』（監督：安田公義／ 1949年／
KADOKAWA）、『喜劇 団地親分』（監督：市村泰一／ 1962／松竹）、
『続 番頭はんと丁稚どん』（監督：的井邦雄／ 1960年／松竹）、
『百万ドルの明星 陽気な天国』（監督：古川禄波／ 1955年／日活）、
『クレージーの花嫁と七人の仲間』【『乱気流野郎』改題】（監督：
番匠義彰／ 1962年／松竹）、『コント５５号とミーコの絶体絶命』
（監督：野村芳太郎／ 1971年／松竹）、『正義だ！味方だ！全員集
合！！』（監督：瀬川昌治／ 1975年／松竹）

第三弾｜2020年 10月 17日（土）〜 21日（水）
上映作品：『エノケン・笠置のお染久松』（監督：渡辺邦男／ 1949
年）『世にも面白い男の一生 桂春団治』（監督：木村恵吾／ 1956
年／東宝）、『喜劇 にっぽんのお婆あちゃん』（監督：今井正／
1962年／松竹）、『喜劇 女は度胸』（監督：森崎東／ 1969年／松竹）

特集上映

「80’Sアイドル映画と新人監督が
生まれた時代」
2018年8月 11日（土・祝）〜 16日（木）
上映作品：『セーラー服と機関銃』（監督：
相米慎二／ 1981年／KADOKAWA）、『野
菊の墓』（監督：澤井信一郎／ 1981年／東
映）、『時をかける少女』（監督：大林宣彦
／ 1983年／KADOKAWA）、『すかんぴん
ウォーク』（監督：大森一樹／ 1984年／東
宝）、『ファンシイダンス』（監督：周防正
行／ 1989年／KADOKAWA） 大森一樹監督によるトーク「アイドル映画とスター映画」

（2018年8月 11日［土・祝］開催）の様子

「80’sアイドル映画と新人監督が生まれた時代」の
チラシは、80年代風のグラフィックデザインを意識

「追悼 映像作家・松本俊夫特集上映」のポスター。
作品の世界観を象徴的なヴィジュアルで表現した

「ナショナル・シアター・
ライブ」の講座（2019年
6月開催）の様子。毎回
熱心な受講生が多く参加
する

追悼 映像作家・松本俊夫特集上映
2017年8月3日（木）〜 5日（土）
上映作品：劇映画｜『薔薇の葬列』（1969
年）、『ドグラ・マグラ』（1988年）、実験
映画｜『銀輪』（1955年）、『西陣』（1961年）、
『つぶれかかった右眼のために』（1968年）、
『メタスタシス＝新陳代謝』（1971年）、『モ
ナ・リザ』（1973年）、『色即是空』（1975年）、
『アートマン』（1975年）、『エニグマ＝謎』
（1978年）、『シフト＝断層』（1982年）、『エン
グラム＝記憶痕跡』（1987年）

「ニッポンの喜劇映画セレクション」第一弾のチラシ。
劇場の出番チラシを模したデザインが特徴

11日（水）̶ 22日（日）　会場：オンライン

高校生のための演劇ワークショップ

「Go!Go! High School Project 2021」
ナビゲーター：FO ペレイラ宏一朗
※22日（日）に発表公演を開催。公演詳細は後日発表

22日（日）　会場：1room

ひらめきのたね vol.7〈コドモもオトナも !!  2021年 夏のお楽しみ企画〉

遠山敦ワークショップ

「でっかぁーーい窓ガラスにみんなで絵を消そう !! 」
講師：遠山敦（イラストレーター）

29日（日）　会場：1room

ひらめきのたね vol.8

「池田圭さんといっしょに型染めハンカチをつくろう！」
講師：池田圭（染色デザイナー）
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14日（土）̶ 27日（金）　会場：KAVCシアター

KAVC シネマ

『愛のコリーダ　修復版』〈一週間限定上映〉

『戦場のメリークリスマス　4K修復版』〈一週間限定上映〉

『JUNK HEAD』

『過去はいつも新しく、未来はつねに懐かしい

写真家 森山大道』〈一週間限定上映〉

『Style Wars スタイル・ウォーズ　デジタル修復版』〈一週間限定上映〉

『カリプソ・ローズ』〈一週間限定上映〉

1貴重な作品
に

触
れ
る
機
会
を
生
み
出
す

遠山さんからのコメント

鉄人28号？　機関車トーマス？　ロボット兵？　どかーーん

と店内に鎮座している焙煎機。カウンターでコーヒーを飲み

ながら振り返ると、たしかにあいつは笑っていたんだ……。

遠山さんからのコメント

8ビット調の花のタイル画がどかーーんと正面に

……！　今度はタイル画のワークショップも楽

しそう。いや、ここでは怒られる。でも身体表

現なら怒られないかな、と花のポーズ！！

自家焙煎のコーヒー自家焙煎のコーヒーでで
まずは一服まずは一服

湊湯
神戸市兵庫区湊町 1-1-17

11:00-23:00（木曜休み）

KAVCから徒歩 1分の距離にある、昔な
がらの銭湯。その近さゆえに、遠山さん
はKAVCでのワークショップの帰り道に
足繁く通っていたのだとか。伸びやかに
描かれた窓ガラスの絵を思い出しつつ、
浴室のおおらかで可愛らしいタイル画を
眺めるのも面白い。

タイル画タイル画を鑑賞しつつを鑑賞しつつ
のんびりのんびりお湯お湯に浸かるに浸かる



スタッフ総出演の特集「KIKIMIMI KAVC」

はいかがでしたか？　紙面には載せきれま

せんでしたが、実は収録時に、自分と同じく

表現者として活動するスタッフと「名前」に

ついての話もしました。私は、本名と振付

家・ダンサーとしての活動名が一緒なのです

が、他の2人には芸名があるとのこと。芸名で

表現活動をしているとき、人格は異なるのか

……？　「名前を変えて活動する感覚」につい

て、もっと聞いてみたいなと思いました。

VOICE 02

山本和馬

 ［アシスタント］

なさんには、人生を変える出会いはあります

か？　私にとってのそれは間違いなく、高校 1

年生の夏、KAVC主催の高校生向け演劇ワークショップ

「Go! Go! High School Project（ゴーハイ）」で演劇と出

会ったことでした。演劇は総合芸術と言われます。俳優

の演技だけでなく、照明、音響、美術、小道具、衣装など、

たくさんの要素が集結し作品がパワーアップしていきま

す。私は、この過程にとてもわくわくし、みるみるうち

に演劇の魅力にハマっていきました。ゴーハイは今年で

13回目。ゴーハイで演劇と出会った私は、今度は演劇

と出会ってもらうべく高校生を迎える側になりました。

近年は練習期間の変更などの理由で、私が参加した当時

のように、役者以外のスタッフワークにチャレンジでき

る機会が少なくなってしまいました。ですが、学校の枠

を越えた仲間とともに作品づくりに挑戦することで、何

か“技術”を身につけるのではなく、自分の“得意なこ

と”や“好きなこと”を発見することが大事だと考えて

います。今年も参加する高校生にとって、興味や発見が

広がるような出会いの場となることを願っています。

KAVCスタッフと、

ときどき保安のおっちゃん物語とは……
本館の隠れた主人公・保安のおっちゃん3人衆のかたわら

で、日々業務に励むKAVCスタッフ。彼らが見つめる新開地と

KAVCの日常から、さまざまなエピソードを紹介していきます。
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本誌を機会に新開地デビューを果たした大阪出身・在住のイ

ラストレーター。雑誌やCDジャケット、広告ほか、2020年

からオンライン似顔絵屋「LUX」（lux-lux.jp）などで活動中！

STAFF’s VOICE

ART VILLAGE VOICE vol.97　発行日：2021年6月30日　発行元：神戸アートビレッジセンター （指定管理者：公益財団法人 神戸市民文化振興財団）［大谷燠（館長）、柳谷茂昭（館長代理）、林正樹（事業チーフ）、前田詩穂（演劇・ダンス担当）、岡村有利子（美術担当）、岡本酉子（映像担当）、羽仁真理子（地域事業担当）、

野澤美希（広報担当）、橋本実弥（総務・経理担当）、射場亮・明田春来・横山春乃（総務・施設運営担当）、河合なお・平川光江・中川恵理子・大和明日香・山本和馬（アシスタント）］　 編集ディレクション&編集：多田智美・永江大（MUESUM）　編集：妹尾実津季・鈴木瑠理子（MUESUM）

アートディレクション&デザイン：仲村健太郎・小林加代子　イラスト（内面）：遠山敦、黒木雅巳　題字（内面）：廣田碧（看太郎）、三重野龍　漫画：鈴木裕之

www.kavc.or.jp
指定管理者：公益財団法人 神戸市民文化振興財団

〒652–0811 神戸市兵庫区新開地5–3–14

TEL＝078–512–5500　FAX＝078–512–5356

開館時間＝ 10:00–22:00 　休館日＝毎週火曜日

（火曜が祝日の場合は翌日）・年末年始

K AVCのいま

・ 神戸高速「新開地駅」8番出口より徒歩約5分

・ JR「神戸駅」ビエラ神戸口より徒歩約 10分

・ 神戸市営地下鉄「湊川公園駅」東改札口より徒歩約 15分

ア
ク
セ
ス

み

KAVCスタッフが日々活動するなかで、興味を持ったものごとをざっくばらんに紹介していきます。

オススメイベントの詳しい情報などはWebサイトにて！

前田詩穂 ［演劇・ダンス担当］
脱出ゲームが好きです。脱出ゲームに参加する夢を見ました。
脱出できませんでした。

執筆者

おことわり

新型コロナウィルス感染拡大防止に伴う
対応について

新型コロナウィルス感染拡大の今後の動向によっ
て、臨時休館の他、自主事業の中止もしくは延期
が想定されます。最新状況につきましては決定次
第、HPや各種SNS等でご案内いたします。
最新情報の掲載ページはこちらから　

地域映画イベント「〜淀川長治のまち〜KOBE  

CINEMA PORT フェス」は今年で4年目！！　神

戸は日本ではじめて映画が上陸したまちであり、

映画評論家の淀川長治さんをはじめ、たくさんの

映画人が生まれたまちでもあります。このイベン

トは、そんな神戸を映画で盛り上げようと、ミニ

シアター4館（神戸アートビレッジセンター、パ

ルシネマしんこうえん、Cinema KOBE、元町映画

館）がタッグを組んで生まれました。今年も映画

とグルメで神戸を巡る、楽しいスタンプラリー

を9月に開催予定です（詳細は8月上旬に発表

予定）。今年もぜひご注目ください！

VOICE 01

羽仁真理子 
［地域事業担当］


